
参照条文 

電気通信事業法（抄） 

 

（秘密の保護）  

第４条  電気通信事業者の取扱中に係る通信の秘密は、侵してはならない。  

２ 電気通信事業に従事する者は、在職中電気通信事業者の取扱中に係る通信に関して知

り得た他人の秘密を守らなければならない。その職を退いた後においても、同様とする。 

 

第１７９条  電気通信事業者の取扱中に係る通信（第164条第３項に規定する通信を含む。）

の秘密を侵した者は、２年以下の懲役又は百万円以下の罰金に処する。  

２ 電気通信事業に従事する者が前項の行為をしたときは、３年以下の懲役又は２百万円

以下の罰金に処する。  

３ 前２項の未遂罪は、罰する。  

 

大阪市個人情報保護条例（抄） 

(収集の制限) 

第６条 省 略 

２ 省 略 

３ 実施機関は、個人情報を収集しようとするときは、本人から収集しなければならない。

ただし、次の各号のいずれかに該当するときは、この限りでない。 

 (1) 法令等に定めがあるとき 

 (2) 本人の同意があるとき 

 (3) 出版、報道等により公にされているとき 

 (4) 個人の生命、身体又は財産の安全を守るため、緊急かつやむを得ないと認められると 

 き 

 (5) 所在不明、心神喪失その他の事由により本人から個人情報を収集することが困難なと 

  き 

 (6) 争訟、選考、指導、相談、交渉その他の事務又は事業を遂行するために個人情報を収 

集する場合において、本人から当該個人情報を収集したのでは当該事務若しくは事業

の目的を損ない、又は当該事務若しくは事業の公正若しくは円滑な遂行に著しい支障

が生ずると認められるとき 

(7) 本市の他の機関若しくは国、独立行政法人等、他の地方公共団体、地方独立行政法人

若しくはこれらに準ずる団体から個人情報の提供を受けることが事務若しくは事業の

遂行上やむを得ないと認められる場合又は第三者から個人情報を収集することが公益

上必要と認められる場合において、本人の権利利益を不当に侵害するおそれがないと

認められるとき 

４ 実施機関は、第２項第２号又は前項第６号若しくは第７号の規定により個人情報を収
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集しようとするとき(争訟、選考、指導、相談又は交渉を行うために第三者から第２項に

規定する個人情報以外の個人情報を収集しようとするときを除く。)は、あらかじめ大阪

市個人情報保護審議会(以下「審議会」という。)の意見を聴かなければならない。ただし、

急を要するときその他実施機関が事務又は事業の遂行に支障が生ずると認めるときは、

この限りでない。 

５ 実施機関は、前項ただし書の規定により審議会の意見を聴かないで個人情報を収集し

たときは、速やかにその旨を審議会に報告しなければならない。この場合において、審

議会は当該実施機関に対し、当該報告に係る事項について意見を述べることができる。 


